
農業害虫お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定マ ニ ュ ア ル (14 ) /野菜 ・ 花 き 害虫 : ハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 483 

植物防疫基礎講座

農業害虫 お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ ア ル (14)

野菜 ・ 花 き 害 虫 : ハ スモ ン ヨ ト ウ ・ シ ロ イ チモ ジ ヨ ト ウ

ひろ

高知県農業技術セ ン タ 一 広 瀬 拓 也

I 抵抗性の概況

ハ ス モ ン ヨ ト ウ :

本種の被害がわ が 国 で問題 と な り だ し た の は 1 955 年

ご ろ か ら で， そ の 後急速 に 発生 が増加 し た (内藤 ら ，

1 97 1 )。 こ の た め， 1 960 年代 に 本種 に 対する有効薬剤の

探索が行わ れ， 若齢幼虫 に 対 し DDVP， EPN， PAP な

ど の 効果 が高 い こ と (堀 切， 1964 : 山 口 ， 1 968 : 杉 野

ら ， 1 968 )， メ ソ ミ ル は 老齢幼虫 に も 優れ た 効果 を 示す

こ と ( 山 口， 1 968 : 清家 ら ， 1969 ) な どが明 ら か に さ れ

た 。

1970 年代 に 入る と ， 香川 県， 高知 県 で採集 さ れ た 個

体群が DDVP， PAP， NAC な ど 数 種 の 有機 リ ン 剤，

カ ーパ メ ー ト 剤 に 抵抗性 を獲得 し て いる こ と が報告 さ れ

た (葛西 ・ 尾崎， 1975 )。 当 時 は メ ソ ミ ル， EPN な ど有

効な薬剤があ っ た こ と ， ま た 1 980 年代初 め か ら 上市 さ

れ始め た 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤が本種の防除に有効であ っ

た こ と な どか ら ， 本種の抵抗性が問題 と さ れる こ と は少

な か っ た 。

し か し， 1988 年 ご ろ か ら 本種 の 防 除 に 特効薬的 に 使

用 さ れて き た メ ソ ミ ル に対する感受性低下が各地で報告

さ れ (西東 ・ 小林， 1 989 : 高井， 1991 : 宮園 ら ， 1 991 : 

市 川 ら ， 1991 : 渡遁 ら ， 1994 : 中 野 ・ 喜 田， 1994 )， さ

ら に ， 1 989 年以 降 シ ペ ル メ ト リ ン な ど も 含 め た 各種 ピ

レ ス ロ イ ド 剤 に 対す る 感受性低下 も 顕在化 し た (高井，

1 99 1  b : 宮園 ら ， 1991 : 田 中， 1 994 : 渡遁 ら ， 1 994 : 中

野 ・ 喜 田， 1994 : 広 瀬， 1995 : 菊 池， 1 996)。 ま た ， 有

機 リ ン 剤 の 中 で は比較的効果 の 高 か っ た EPN に 対 し で

も 感受性の低下 し た 個体群が確認 さ れ て いる (高井，

1 99 1  b : 中野 ・ 喜田， 1 994 : 広瀬， 1 994 )。 本種の場合，

同一地域内 に お い て も 薬剤感受性の 異 なる個体群が混在

し て い る 場合 が 多 く ( 西 東 ら ， 1991 ; 広 瀬， 1994 : 中

Methods for the Measurement of Susceptibi l ity of Agricul­
tural Insect Pests to Insecticides. The Common Cutworm， 

Sþodo，ρtera litura (FABRIClUS) and the Beet Armyworm， 

Sþodoþtera exi包即 (HÜBNER) . By Takuya HIROSE 

( キ ー ワ ー ド : 鱗麹 目 ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ ， シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ，
薬剤感受性， 検定法)

野 ・ 喜田， 1 994 )， 防除薬剤 の 選択 に 苦慮 す る こ と が多

い。 現在上市 さ れて いる薬剤で本種 に 対 し安定 し た効果

が期待で き るの は ， テ フ ルベ ン ズ ロ ン な ど の IGR 剤 お

よ び ク ロ ルフ ェ ナ ピ ル の み で ある。 今後， こ れ ら の薬剤

に対する感受性の動向 に 注意が必要である。

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ :

本種 は世界的 に著名 な害虫の一つ で， わ が国 に お い て

も テ ン サ イ な どの 害虫 と し て以前か ら 知 ら れて い た (堀

切， 1986)。 し か し ， 1 980 年以前 の 発生 は き わ め て 局地

的かつ散発的であ り ， 被害が問題 と なる こ と は ほ と ん ど

な か っ た (高井， 1 99 1  a )  0 1970 年 に 徳島 県農試で行 っ

た 防除試験 に よ る と ， サ リ チ オ ン， EPN な ど の 有機 リ

ン剤， メ ソ ミ ル は本種 に 対する防除効果が高 く ， 当 時 は

本種の薬剤感受性 は 高 か っ た と 考 え ら れる。

本種の被害が各地で問題 と な り 始 め た の は 1983 年 ご

ろ か ら で ある (堀切， 1 986 : 高 井 1988 a )。 こ の 時点で

は， す で に 本 種 の 薬 剤 感 受 性 は 低 く ， 高 井 ( 1 988 b )  

は ， DD VP な ど 数種 の 有機 リ ン 剤， ペ ル メ ト リ ン， シ

ペ ル メ ト リ ンが 1 齢幼虫 に 対 し て比較的高 い効果 を 示 す

も の の， 3 齢幼虫 に対 し て は こ れ ら の薬剤 も 効果 が ほ と

ん ど な い こ と を報告 し て いる。 本種 は長距離移動する こ

と が知 ら れて お り ， 感受性の低い個体群が海外か ら 飛来

し た 可能性 は否定 で き な い。 し か し ， EPN の 使 用 頻度

が高 い地域 の 個体群 は， 他地域 の個体群 に 比 べ て EPN

感受性が低 い こ と か ら ， 圏 内 に お い て も 薬剤淘汰 に よ る

感受性低下が進行 し て いる可能性が示唆さ れ て いる (高

井， 1 988 b )。

な お ， 香川 県 で は ， 地域間で本種の薬剤感受性 に 差が

見 ら れる も の の， 総じて 有機 リ ン剤 に 対する感受性が高

い こ と が報告 さ れ て お り (三浦 ら ， 1996)， 圏 内 に も 高

感受性の個体群が存在する も の と 考 え ら れる。

現在， 本種の 防除薬剤 と し て は IGR 剤 が 主 と し て 用

い ら れ て い る 。 し か し， 現地 に お い て IGR 剤 の 効果が

低 い と の声がある こ と ， オ ラ ン ダ で は IGR 剤 に 対する

感受性低下が報告 さ れ て い る こ と か ら (LAECKE et al . ，  

1 995 ) ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ 同様， 感受性 の 動 向 に 注意が必

要である。
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E 薬剤感受性検定法

供試虫の採集 :

両種 と も 休眠性 は な い が， 野外での密度が高 く なるの

は夏か ら 秋 に か け て で， こ の時期の採集が容易である。

発生圃場か ら 卵塊あるい は幼虫 を採集するが， 幼虫 は ウ

イ ル ス 病 な ど に感染 し て いる場合があるの で， 卵塊 を採

集するほ う が望 ま し い。

ハ ス モ ン ヨ ト ウ は大 き な卵塊 を産下するの で， サ ト イ

モ な どの薬の大 き な作物で は比較的簡単 に 見 つ ける こ と

がで き る。 葉裏 に産下 さ れて いる場合が多 い が， 葉表や

茎な ど に も 産み付け る 。 ま た ， 若齢幼虫 は集団で食害す

るので， サ ツ マ イ モ な ど卵塊 を見つ け に く い作物で幼虫

を採集する場合は， 若齢幼虫 に加害 さ れ白変 し た葉が幼

虫 を探す 目 印 と なる。

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の卵塊 は 小 さ く 目 立た な い の で，

多発時でな い と 見つ け に く い。 幼虫 は卵塊に比べ採集が

容易 である。 特 に ネ ギ で は ふ化後 ま も な く 葉身内 に食入

し 表皮 を残 し て食害するた め ， 食害痕が白 く 見 える。 こ

れ を 目 印 に す れ ば幼虫 を見つ け や す い。

供試虫の累代飼育 :

ハ ス モ ン ヨ ト ウ の飼育法 に つ い て は 川 崎 ( 1991 )， シ

ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の飼育法 に つ い て は堀切 (1991 ) に詳

し い。 筆者 ら の 試験場で は 小 山 ・ 釜野 ( 1976)， 香西 ・

若村 (1989 ) が報告 し た ハ ス モ ン ヨ ト ウ の飼育法お よ び

若村 (1988 ) が報告 し た シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の飼育法 に

基づ き ， 両種の飼育 を 行 っ て いる。 こ こ で は そ の 方法 に

つ い て述べる。

① 人工飼料

ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 人 工 飼 料 に つ い て は 岡 本 ・ 岡 田

(1968 ) な ど い く つ か の報告が な さ れ て いる。 ま た ， 両

種 と も 市販 の 人工飼料 ( イ ン セ ク タ LF ) を 用 い た 飼育

も 可能な よ う であるが (西東 ・ 小林， 1989 ; 堀切， 1991 

な ど )， 筆者 ら は 川 崎 ら ( 1987 ) が報告 し た ミ ツ モ ン キ

ン ウ ワ パの人工飼料 を一部改変 し た シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ

の人工飼料 (若村， 1988 ) を 用 い て ， 両種の飼育を行つ

て いる。

② 採卵

適当 な長 さ に 切 っ た 角 形 (48 . 5 X 56. 0 cm ) の 1 号炉

紙 を 波状 に 折 り ， プ ラ ス チ ッ ク 容器 (29 . 5 x 22 . 5  x 6. 0 

cm ) に 立 て る。 こ れ に 羽 化 当 日 の 雌雄 10�15 対 を 入

れ， 200Cで 7 日 ， 250Cで 5 日 程度産卵 さ せる。 雌雄 は，

ハ ス モ ン ヨ ト ウ の場合， 麹の紋様で容易 に 区別で き る。

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の場合 は， 腹部末端の形態の違 い で

区別 する。 容器の ふ た に は 水 を 含 ま せ た 脱脂綿 を 付 け

る。 成虫 を採卵容器 に 移す際， ハ ス モ ン ヨ ト ウ の場合 は

午前 中 で あ れ ば あ ま り 動 か な い の で， 麻酔 の 必 要 が な

い。 し か し， シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の場合 は ， 活動が活発

な の で炭酸ガ ス を 用 い て麻酔する必要が ある。 こ の採卵

法 を と る と 省力 的 に 供試ぺ ア 数 を 多 く で き る。

③ 幼虫 の飼育
2 号炉紙 を敷 い た 直径 9 cm， 深 さ 1 . 5 cm の プ ラ ス チ

ツ ク シ ャ ー レ に ， 話ヨ紙か ら 切 り 取 っ た卵塊 と と も に人工

飼料 を一切れ入れる。 幼虫 の逃亡 を 防 ぐ た め二つ折 り に

し た キ ム ワ イ プ を は さ ん でふ た を する。 人工飼料が乾燥

し た ら 新た に追加 し ， 3 齢 ま で こ の ま ま 飼育する。 ふ化

率の悪い卵塊由来 の幼虫 は処分 し た ほ う が よ い。

3 齢に 達 し た幼虫 は ， 次の 方法で前述 の プ ラ ス チ ッ ク

容器 に 移す。 ま ず， プ ラ ス チ ッ ク 容器 に 約 1�2 cm の

厚 さ に お が屑 を 敷 き ， そ の 上 に 約 24 X 14 cm の 大 き さ

に切 っ た 1 号炉紙 を 1 枚入れる。 次 に ， 炉紙の上 に 人工

飼料 2�3 切れ と と も に 幼虫 を 移 し ， そ の 上 に 別 の 炉紙

を かぶせる。 嫡化 ま で人工飼料 を適宜追加する。 老熟 し

た幼虫 は お が屑 の 中 で踊化する。 な お ， プ ラ ス チ ッ ク 容

器内が過湿 に なるの を 防 ぐ た め ， ふ た に は あ ら かじめ穴

を 開 け， ポ リ エ チ レ ン製の網 を 張 っ て お く 。

5�6齢時 に 幼虫 が 多 す ぎる と ， 飼育容器 の 中 が過湿

状態 と な り 幼虫 が死亡 する。 こ の た め， 5�6齢 に なる

ま で に 幼虫 数 を 調 節 す る。 小 山 ・ 釜 野 (1976) に よ る

と ， 前述の容器でのハ ス モ ン ヨ ト ウ の適正密度 は 100�

120 頭 と さ れる。 ま た ， 香西 ・ 若村 (1989 ) は 小 山 ・ 釜

野 (1976) の 方 法 を改良 し た結果， 容器当 た り 250 頭の

飼育密度で も 帰化率や羽化率の低下が認め ら れ な か っ た

と 報告 し て いる。 筆者 ら の 経験で は， 容器当 た り 200 頭

程度 ま でであ れ ば， 過湿な ど に よ る悪影響 は な い と 考 え

ら れる。 た だ し， 飼育密度が高 い と 朝夕 2 回の給餌が必

要 と なる。

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の場合， 幼虫 は 5 齢 を 経過 し て 蝿

化する。 こ の た め ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ に比べ高密度での飼

育が可能である。

な お， 飼育室 内 は 除湿器 を 入 れる な ど し て 乾燥状態 に

保つ ほ う が よ い。 ま た ， 交配試験な ど雌雄 を 分 ける必要

の ある場合 を 除 き ， 婦 は取 り 出 さ な く て よ い。

④ そ の他

筆者 は上記の飼育法で 1 対の雌雄か ら ス タ ー ト し た ハ

ス モ ン ヨ ト ウ を 30 世代以上 に わ た り 累代飼育 し て いる。

飼育数が少 な い と 系統維持が難 し く なるた め ， 系統維持

を行 う に は ある程度労力がかか っ て も 飼育規模 を大 き く

し た ほ う が よ い。 ま た ， 飼育容器 は 次亜塩素酸ナ ト リ ウ

ム 液 (有効塩素 12% ) の 10 倍希釈液 に 一昼夜以上浸漬
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す る な ど し て殺菌す る 。

検定の種類 と 特徴 :

両種 と も 3�4 齢幼虫 を 用 い た 局所施用 法， 虫体漫潰

法， 葉片浸潰法が一般 に行わ れて い る 。 局所施用法は最

も 精度が高 い が， マ イ ク ロ ア プ リ ケ ー タ ー が必要で， 薬

液の調整 な ど に も やや手聞がか か る 。 虫体浸漬法 は最 も

処理が簡便であ る が， BT 剤 な ど食毒 の 強 い 薬剤の評価

がで き な い。 葉片浸漬法 は葉片の風乾 に やや時聞がかか

る が， 食毒の強 い薬剤の検定 に も 利用 で き る 。

先 に述べた よ う に ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ の場合， 同一地域

内 に お い て も 薬剤感受性の異 な る 個体群が混在 し て い る

こ と が多 く ， 幼虫 を 用 い た 薬剤感受性の モ ニ タ リ ン グ に

は供試卵塊数 を 多 く す る 必要があ る 。 ま た ， 発生初期 に

は， 野外密度 が低 い た め ， 供試虫 の 採 集 に 労力 を 要 す

る 。 こ の た め ， 性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プで捕獲 し た雄成虫

に よ る 薬剤感受性 の モ ニ タ リ ン グが試み ら れて い る (広

瀬 ・ 浜， 1996 : 嶋 田 ・ 根本， 1996) 。 こ の 方 法 は 処理が

簡便で供試虫の採集 も 容易 で あ る が， 前 も っ て薬剤 ご と

に幼虫 と 雄成虫の感受性の相闘 を 明 ら か に し て お く 必要

があ る 。 現在， メ ソ ミ Jレ， ペ ル メ ト リ ン以外の薬剤 に つ

い て は， 幼虫 と 雄成虫 と の感受性の関係 は 明 ら か に さ れ

て い な い。

皿 局 所 施 用 法

供試虫 :

取 り 扱いの容易 な 3 齢以降の幼虫 を 用 い る 。 局所施用

法の場合， LDso 値 を 体重 当 た り の薬量 に 換算 し て 表示

す る こ と が多 い の で， 脱皮 当 日 か 1 日 後 の で き る だ け大

き さ の そ ろ っ た幼虫 を 用 い る 。 体重の測定 は ツ マ グ ロ ヨ

コ バイ (浜， 1996) や ニ カ メ イ ガ (昆野， 1996) に 準 じ

て 行 え ば よ い。

検定手順 :

薬液の調整法や シ リ ン ジ の洗浄法， 結果の解析な ど は

ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ (浜， 1996) ， イ ネ ド ロ オ イ ム シ (城

所， 1997) な ど他害虫 に 準 じ る 。 具体的な手順 に つ い て

は様々 な方法が あ る と 考 え ら れ る が， こ こ で は， 筆者 ら

の行っ て い る 方法 に つ い て 述べ る 。

① 薬剤の原体 を ア セ ト ン で希釈 し ， 所定濃度 の薬液

を調整す る 。 あ ら か じ め 50% 前 後 の 死虫 率 が 得 ら

れ る 濃度 を 調べ， そ の濃度 を 中 心 に 4�6 段 階 の 薬

液 を作 る 。

② 底 に 炉紙 を 敷 き ， 人工飼料 を 一切れ入れた プ ラ ス

チ ッ ク シ ャ ー レ を 必要数用意す る 。

③ シ リ ン ジ に 薬液 を 採 り ， マ イ ク ロ ア プ リ ケ ー タ ー

に セ ッ ト す る 。

④ 3 齢幼虫 を ピ ン セ ッ ト で炉紙 に 移 し ， 背面 に 薬液

を 処 理 す る 。 処 理 量 は ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 場 合

0 . 5 μ1/頭， シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の場合 0 . 4 μ1/頭 と

す る 。 対照 区 と し て ア セ ト ン の み を処理 し た 区 を 設

け る 。 い く ら か先の尖 っ た ピ ン セ ッ ト の ほ う が幼虫

を つ かみや す い。

⑤ 薬液 を 処理 し た幼虫 を 前述 の プ ラ ス チ ッ ク シ ャ ー

レ に 入れ， 250Cの恒温器 内 に 静置 す る 。 1 容器 当 た

り の幼虫数が多 い と 苦悶虫や死虫が健全虫 に食べ ら

れ る こ と があ る の で， 1 容器 当 た り の 虫 数 は 5 頭 と

す る 。

⑥ 一定時間 (通常 24 時間) 後 に 生死 を 調査 す る 。

正常 な個体以外 は死虫 と し て判断す る が， 判断の基

準 に は個人差が出 る 可能性があ る の で， 基準 を 明記

す る 。 筆者 は正常 に 歩行で き な い個体や虫体が萎縮

し た 個体 を死虫 と し て 扱 っ て い る 。

⑦ 検定 日 を変 え る か， 異 な る 卵塊由来の幼虫 を 用 い

る な ど の 方法で反復 を 取 り ， 1 濃度 当 た り 30 頭以

上 を供試す る 。

こ の方法 に よ り 行 っ た ハ ス モ ン ヨ ト ウ 3 齢幼虫の薬剤

感受性検定の結果 を 表一1 ， 2 に 示すo

W 葉 片 浸 潰 法

供試虫 :

取 り 扱 い が容易 で摂食量の あ ま り 多 く な い 3�4 齢幼

表 - 1 局所施用 法 に よ る ハ ス モ ン ヨ ト ウ 3 齢幼虫 の合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤感受性 (広瀬， 1995) 

住化 (S) H N 9 P (R) 
供 試 薬 剤 R/S 比叫

LD.. (95%信頼区間) . μ'g/g LD." μ:g/g 勾配 LD.. (95%信頼区間) . μg/g LD... μg/g 勾配
フ ェ ン I � レ レ ー ト 3 . 28 (2 . 78-3 . 84) 6 . 49 4 . 379 345 (249-483) 2264 2 . 01 3  105 
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 1 .  85 ( 1 . 49-2 . 42) 7 . 07 2 . 830 64 . 5 (33 . 2- 157) 3 15  2 . 388 35 
ペ ル メ ト リ ン 0 . 678 (0 . 553-0 . 824) 1 . 97 3 . 534 34 . 3  ( 1 1 .  9-56 . 2 )  129 2 . 863 51 
ピ ブ エ ン ト リ ン 0 . 516 (0 . 420-0 . 632) 1 . 61 3 . 340 13 . 9 ( 1 1 . 1 - 1 7 . 0) 49 . 1  2 . 999 27 
シ ペ ル メ ト リ ン 1 . 1 5 (0 . 918-1 . 46) 4 . 43 2 . 81 2  34 . 2  (26 . 5-42 . 9) 128 2 . 862 30 

叫 住化個体群 (S) の LD.. 値 に 対す る HN 9 P 個体群 (R) の LD.. 値の比.
同 HN 9 P 個体群 (R) は LC.. 値前後のペ ル メ ト リ ン で 3 世代淘汰 し た 個体群.
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表 - 2 局所施用 法 に よ る ハ ス モ ン ヨ ト ウ 3 餓幼虫の薬剤感受性

供 試 薬 剤
LDso， μg/g 

R/5 比剖
住化 (5) N 7 (R) 

M E P 40 . 7  144 3 . 5  
サ リ チ オ ン 4 . 08 165 40 
E P N 4 . 37 12 . 0  2 . 7  
メ ソ 、、、 Jレ 1 . 22 1 171  960 
ペ ル メ ト リ ン 0 . 67 26 . 0  39 
フ ェ ン ノ T レ レ ー ト 3 . 28 174 53 

B) {:主 化 個 体 務 (5) の LDso 値 に 対 す る N 7 個 体 群 (R) の LDso 値 の
比.

同 N 7 個体群 は メ ソ ミ lレ水和剤 500 倍液で 2 世代淘汰 し た 個体群.

虫 を 用 い る 。 幼虫の 日 齢が異な る と 摂食量の違い か ら デ

ー タ に ふれが出 る 。 こ の た め， 脱皮 当 日 か 1 日 後の大 き

さ の そ ろ っ た幼虫 を供試す る 。

検定手順 :

局所施用法 と 同様に 具体的な手順 に つ い て は様々 な方

法があ る と 考 え ら れ る 。 こ こ で は， 四園地域でハ ス モ ン

ヨ ト ウ を対象 に キ ャ ベ ツ 葉片 を 用 い て行 っ た 方法 に つ い

て述べ る 。 な お ， 検定 に 用 い る 植物 は通常発生の見 ら れ

る 植物で比較的長持 ち す る も の で あ れば何 を 用 い て も よ

い と 考 え ら れ る 。 た だ し ， 植物 に よ っ て薬剤の付着量が

異 な る の で， 統ー し た 植物 を 用 い る 。

① 底 に 炉紙 を 敷い た直径 6 cm， 深 さ 3 cm の ア ク リ

ル容器 を必要数用意す る 。

② 市販の薬剤 を 水道水 (展着 剤 ア グ ラ ー@ 5 ， OOO 倍

加 用) で 希 釈 し ， 所 定 濃 度 の 薬 液 を 調 整 す る 。

LC50 値 を 求 め る 場合 は ， あ ら か じ め 50%前後の死

虫 率 が得 ら れ る 濃 度 を 調 べ， そ の 濃 度 を 中 心 に

4�6 段階の薬液 を作 る 。

③ 供試植物の葉 を 6 cm 四方 の 大 き さ に切 り ， 20 秒

間薬液 に 浸潰す る 。

④ 浸潰 し た 葉 を風乾 し た 後ア ク リ ル容器当 た り 2 枚

に入れ る 。

⑤ 3 齢幼虫 10 頭 を ピ ン セ ッ ト で ア ク リ ル容器 に 移

す。 局所施用 法の場合 と 同様， 1 容器当 た り の 虫 数

を 多 く し す ぎ な い よ う 注意す る 。

⑥ 以後の手順 は局所施用 法 と 同様であ る 。

こ の 方法 に よ り 行っ た ハ ス モ ン ヨ ト ウ 3 齢幼虫の薬剤

感受性検定結果 を表-3 に 示す。

V 雄成 虫 を用 い た ド ラ イ フ ィ ル ム法
(ハ ス モ ン ヨ ト ウ )

供試虫 :

乾式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プで捕獲 し た 雄成虫 の 中 か ら ，

胸部背面の鱗毛が多 く 残 り ， 麹の傷 み の 少 な い個体を選

び検定 に 用 い る 。 雄成虫 は フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ内 の 気温

が上昇す る 前 に ト ラ ッ プ ご と 回収す る 。

検定手)1頂 :

① 薬剤の 原体 を ア セ ト ン で希釈 し ， 所定濃度の薬液

を調整す る ( メ ソ ミ ル の場合 4�10 μg/ シ ャ ー レ ，

ペ ル メ ト リ ン の場合 1O�20 μg/ シ ャ ー レ の 範 囲 を

中心 に ， 2�3 段階の薬量 を設定 す る ) 。

② マ イ ク ロ ピ ペ ッ ト を 用 い て 直径 9 cm の ガ ラ ス シ

ャ ー レ の 上下両面 に 薬液 を 0 . 5 m l ずつ処理す る 。

③ 薬液 を 滴下 し た ら ， ガ ラ ス シ ャ ー レ を素早 く 左右

表 - 3 食餌浸演法 に よ る ハ ス モ ン ヨ ト ウ 3 齢幼虫の薬剤感受性 (広瀬， 1995) 

供 試 薬 剤B)
供 試 個 体 群

住化 (5) 伊野 I 伊野 II 伊野m 甲原 I 甲原 II H N  9 P 

フ ェ ン パ レ レ ー ト 20 % 乳 剤 100 46 . 7  83 . 3  96 . 7  23 . 3  73 . 3  0 

フ ル パ リ ネ ー ト 20 % 水 和 剤 90 . 0  20 . 0  70 . 0  86 . 7  6 . 7  66 . 7  0 
フ ル シ ト リ ネ ー ト 5 % 乳 剤
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 20 % 乳 剤
ベ lレ メ ト リ ン 20 % 乳 剤
ピ フ エ ン ト リ ン 2 % 水 和 剤
フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 10 % 乳 剤
シ ベ ル メ ト リ ン 6 % 乳 剤
ト ラ ロ メ ト リ ン 1 . 4 % フ ロ ア プル
シ ハ ロ ト リ ン 5 % 乳 剤
シ フ ル ト リ ン 5 % E W 
E P N 50 % 乳 剤
メ ソ ミ ル 45 % 水 和 剤

93 . 3  13 . 3  30 . 0  
100 86 . 7  90 . 0  
100 56 . 7  66 . 7  
100 80 . 0  100 
100 3 . 3  93 . 3  
100 86 . 7  100 
100 40 . 0  86 . 7  
100 33 . 3  96 . 7  
100 96 . 7  96 . 7  

53 . 3  100 
100 23 . 3  26 . 7  

76 . 7  
83 . 3  
80 . 0  
96 . 7  
76 . 7  
93 . 3  
83 . 3  
93 . 3  
96 . 7  
93 . 3  

6 . 7  

3 . 3  50 . 0  
30 . 0  60 . 0  
13 目 3 70 . 0  
83 . 3  86 . 7  
10 . 0  40 . 0  
76 . 7  100 
26 . 7  53 . 3  
43 . 3  80 . 0  
93 . 3  86 . 7  

内ぺu

n毛u

nυ

ハυ

内べu

qa

。
10 目 。
。
。

76 . 7  
53 . 3  

3 . 3  

同 数値 は補正死虫率 (%) . 希釈倍数 は い ずれの薬剤 と も 1 ， 000 倍.
b) 住化 (S) ， HN 9 P を 除 く 供試個体群 は い ずれ も 1992 年 に 採集 し た .
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図 ー 1 ド ラ イ フ ィ ル ム 法 に よ る ハ ス モ ン ヨ ト ウ 雄成虫の
メ ソ ミ ル感受性 (広瀬 ・ 浜， 1996) . 

HN 9 M 5 (.) : メ ソ ミ ル抵抗性系統， S (O) : 感受
性系統， ・ : 1992 年 5 月 中旬採集， 口 : 1992 年 6 月
上 旬 採 集， ... : 1992 年 10 月 7 日 採 集， ム : 1993 年
5 月 下旬採集.

に振 り な が ら ， 薬剤が底面全体 に ま んべんな く 付着

す る よ う に し て乾かす。 シ ャ ー レ の側面 に は薬液 を

処理 し な い。 ま た ， 対照区 と し て 同様の方法でア セ

ト ン の み を処理 し た ガ ラ ス シ ャ ー レ を 用意す る 。

④ シ ャ ー レ に 雄成虫 を 3�5 頭 ず つ 入 れ， 250Cの恒

温器 に 静置す る 。

⑤ 24 時間後 に 生死 を 調査 す る 。 横転 し て 起 き 上 が

れ な い個体， 羽 ばた く こ と の で き な い個体は死虫 に

含 め る 。

こ の 方 法 に よ り 行 っ た 薬剤感受性検定 の 結果 を 園 田l

に示す。 な お ， シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ で は， 薬剤 を練 り 込

んだ粘着板 を フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プに セ ッ ト し ， こ れ に 捕

獲 さ れた雄成虫の 生死で感受性の モ ニ タ リ ン グ を 行 う 方

法が報告 さ れて い る (BREWER and TRUMBLE， 1989) 。
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